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嘉島町洪水ハザードマップについて

この度、災害時の備えとして「千年に一度」まで踏み込んだ最新の浸水想定区域や身近な避難所などを網羅し、改定した「嘉島町洪水ハザードマップ」を作成しました。

いざという時、「命を守るために」ご活用ください。

◎これまでの水害の歴史と治水対策

嘉島町は河川に囲まれた地勢から、かつて〝水害常襲地帯〟と揶揄されたことがありました。
加勢川が雨季になると度々氾濫したことが災い。記録的な大水害となった昭和63年５月の集中豪雨を機に、町を挙げて取り組んだ加勢川の改修が実って平成11年、念願の築堤防が完成しました。以来、水害の心配がなくなって〝常習地帯〟から脱却、汚名返上を果たせたのです。そして、怠ることなく排水機場の整備(平成17年完成)を進めるなど現在も、より一層の安全確保を図るため、河川管理に当たる国に対し、段階的な河道掘削、堤防強化、さらには排水ポンプの能力アップなどを要望し続けています。

また、緑川ですが、幸いなことに過去、水害は発生していません。それでも、かつて町が見舞われた水害の得難い教訓を生かし、気候変動にも対応できる安全・安心な〝水の郷（さと）〟づくりに注力。皆さま、引き続き国や県と連携した取り組みにご理解、ご協力ください。
